熊経協発第１５号 
令和４年６月１日
経営者・人事労務総務実務担当者　各位
熊本県経営者協会
会長　秋岡　廣宣
経協・経営法曹会議共催セミナー
今さら聞けない？「名ばかり管理職」とは？
～御社の管理職は労基法上の管理監督者ですか？～

梅雨の候、ますますご健勝のことと存じます。
「名ばかり管理職」という言葉を覚えていらっしゃいますか？平成20年日本マクドナルド事件で話題になった言葉です。ご存知のとおり、「名ばかり管理職」とは、法律上の管理監督者の定義に当てはまらないにもかかわらず、企業内では、管理職の肩書を与えられて、時間外労働や休日労働の割増賃金の支払い等をしてもらえない労働者のことを指します。賃金の問題だけでなく、長時間労働を強いられるケースが多く、メンタルヘルスにも影響を及ぼすため、各社対策がなされていることと存じます。しかし、昨今、労働者の時間外勤務管理を進めるにあたり、管理職の方への業務のしわ寄せが起きているとも聞きます。
そこで今回の経営法曹会議との共催セミナーは、柴田・斉藤・山野法律事務所の野上 昂太郎弁護士を講師に迎え、時間外勤務管理、メンタルヘルス管理の観点から「名ばかり管理職」について再認識し、事業者として行うべき対応策について、詳しく解説していただきます。ぜひご参加ください。
記
開催日　　令和４年７月１日（金）　午後２時００分から４時００分まで
会　場　　熊本市国際交流会館　４階　第３会議室
講　師　　柴田・斉藤・山野法律事務所　　弁護士　野上　昂太郎氏
会　費　　無　料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
＊６月２３日(木)までＦＡＸ、もしくはメールにてお申し込みください。
切り取り線
熊本県経営者協会（ＦＡＸ　096-359-2806）宛て
メール　：　jimukyoku@kumamotokeikyo.jp  
　　　　　Ｒ4・7・1　熊本市国際交流会館
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